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デ
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自
己
の
手
中
に
振
ら
ん
と
す
る
野
心
を
抱
&
之
れ
が
財
力
上
の
援
助
を 

フ

ジ

ガ
ー
に
求
む
る

V」

共

E
、

事
成
功
せ
し
騰
に
は
フ

ジ
ガ

ー

家

の

，.最

も

信

賴

す

る

人

物

を

以

1

h

鱗

I

1卜

I

1

I

I

I
li

I；：

fc

I：

f

ii

!
I

I
f

I;

て
法
王
廳
の
財
務
主
任
者

^

ら
し
め
ん

こ

ど
を
以
て
せ
う
、其
後
法

2

の
病
词

'极
す

る

に
至
：
0

し
も
皇
帝
が
尙
ほ
其
初
志
を
擲
た
ざ
う
し

乙
ビ
は
當
時
に
於
け
る
幾
多
の
文
書
即
ち
皇
帝
が

-

. 

• 

. 

■

: 

. 

.

皇
女
マ
ル
ガ

y

タ

に

與

え
た
る
千
五
百
十
：一
年
九
月
十
八

H

の
書
默
、第
ニ
は
同
年
同
月
十
六

;

.

::
.
.
. 

' 

. 

. 

■

M

に
同
じ
く
皇
帝
ょ

b

パ
ク
ル
、フ
ォ
シ
、リ
ヒ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
に
與
え

-/
2

も
の
此
中
に
は
フ
ッ 

1

ガ
と
密
か
に

® :
議
す
可
き
由
の
命
令
ぁ

•
う、第
三
は
マ
ル
チ

H

サ、イ
サ
ベ
ラ
に
對
す
る
デ
ギ 

ス
モ
ン
ド
ー
、ゴ
シ
ザ
ガ
の
千
五
西
十
一
年
十
月
ニ
日
の
書
狀
、第四
は
千
五
：百十
三
年
十
一
月 

二
十
日
に
於
け
.る
ベ
ネ
チ
ヤ
大
統
領
の
同
國
公
使
に
荈
て
犮

る

書
狀
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と
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史
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す
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は
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ア
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な
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.
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せ
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、此
間
題
は
同
時
に
宗
敎
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な
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潜
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懺
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得
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.

CD
は
フ

.
ッ
ガ
ー
家
に
し

.て
：、現
に
千
，五
西
ニ
十
七
.年
五
月
四
日
ブ
ス
ソ
ー
、フ
オ
ン
、ア
グ
グ
エ
ン 

ス
ン「

1

ベ
ン
は
ふ

1

レ
よ

i

羅
馬
に
赴
く
途
次

"約

3

ケ
月
を
ア
ク
グ
ス
ブ
ル
グ
に
費
.せ
し

 ̂

と
あ
夂
而
し
て
此
間
に
於
て
彼
れ
は
ア
ダ
ブ

x

ヒ
ト
の
證
文
を
フ
ッ
ガ
ー
に
渡
す

^
共
に
*
馬 

方
面
の
支
拂
を

7

せ
し
こ
ど
あ

&
、斯
く
で
ア
ル
.ブ
レ
ヒ
ト
は
自
已
の
憒
務
を
償
却
す
る
方
法

,

し
て
免
罪
符
の
手
■
に
出
づ
る
に
至
れ
む
、而
し
て
此
計
畫
は
寧
ろ
ア
グ
ブ
レ
ヒ
ト
に
向
つ 

•

て
失
敗
の
事
業
た

.る
_を
_

か
に
せ
し
に
不
鹎
一
两
，ル

I

テ
ル
の
如
き
大
反
抗

*

を
生
じ
て

、
®

に
宗
敎
改

.革
の
大

■運
動
を
開
始
す
る

.に
至
れ
り
。

其
他
、フ
ッ
ガ
ー
の
錐
行
業
務
ど
し
て
は
一
種
の

»

金
業
務
を
營
み
し
こ

^

に
し
て
例
者
、シ
 

ュ
レ
ス
ク
、

fc
の
僧
正
、

H
.

ダ
ゲ
ル
ト
、デュ
ル
コ
ッ

.
ブ
の
如
&
ブ
タ
ク
セ
シ
の
僧
芷
メ
ル
チ
オ 

第
十
二
卷

，c
i

四
三
五)

論
說
近
世
經
濟
史
上
に
於
け
る
企
槳
家
の
地
位
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十

號

ー

〇

七



第

十

二

卷

，

(

一
四
三
六)

論
說
近
仳
經
濟
史
上
に
於
け
ろ
命
業
家
の
地
位

 

' 

第
十
號 

一
o
八 

ル
、
フ

オ
ン

、メ

ク
力
ク
の
如
§
西
班
牙
の
商
人
フ
ユ
ル
ナ
ン
ド

ー

、
v
グ
キ
レ
ナ
の
如
き
何
れ
も 

多
少
の
資
金
を
同
银
行
に
預
込
み
し
も
の
衣
う
ビ
す
。

之
れ
を

'
要
す
る
に
千

$

西
ユ
十
五
年

«

後
は
フ
ッ
ガ
ー
家
の
勢
力
が
最

.
も
.
®

ん
な

b

し
時 

代
に
し
て
、彼
れ

.の
取
引
範
圍
は
東
は
匈
牙

»

波
蘭
よ
う
西
は
西
班

.
牙
に
及
び
、*
は
ア
ン
ト
ツ 

丨
ブ
よ
う
南
は
ネ
丨
ブ
ル
ス

R

逯
せ

-

^
而
し
て
當
時
ア
ク
グ
ス
ブ

\

ダ
の
ク
レ
メ
ン
ス
へ
セ
ン 

デ

A

の
記
せ
る
處
に
、よ
れ
ば

「
フ
ッ
ガ
ー
一
家
.の
評
判
は
總
て
の
王
國
興
他
の
園
々
殊
に
異
敎 

國
の
入
々
の
ロ
に

.上

.ジ
M

.
帝
、諸
王
、候
*及
貴

(

族
に
し
て
彼
れ
ビ
相

®

す
る
も
の
多
く
、法
王
の
如 

き
は
彼
れ
を
以
て

.自

.己
の
愛
子
と
な
し
法
王
廳
の
高
官
は
彼
の

.前
に
跪
き
、彼
れ
は
全
獅
逸

0
 

代
表
的
装
，飾
品
な
り

」

ど
ぁ
り
、

(

三
}
然か

i

多
く
の
場
合
を
通
じ
て
得
意
の
時
期
は
同
時
に
失
意 

時
.期
の
芽
生
時
代
に
し
て
、旣
に
千
五
！

m
i

l

十
五
年
六
月
、匈
牙
：利
方
面
に
て
は
粗
惡
な
る
貨
幣 

原
料
を
鈉

#

せ
し
ビ
の
非
額
の
下
に
其
鑛
山
及
附
屬
財
產
等
を
一
時
沒
收

.の
厄
運
に

a

M

せ 

し
乙
ビ
あ
办
、又、一
般
人
民
の
間
に
於
て
も
彼
れ
の
行
動
が
僧
惡
の
的
と
な

b

し
己

S

は

S

C丨

, 

パ

-

.

.

ノ

ker, 

F
o
k
k
e
r
,

 

F
u
c
a
r

な
る
名
稱
が
獨
占
潜
の
綽
名
ミ

-1
.
て
屢
々
世
人
の
：ロ
に
上

-

c
s

し
、に
て
知
る 

を
得
可
し
、只
だ
斯
く
の
如
き
非
難
を
被
む
ぅ

4

フ
ッ

.
ガ

ー

家

ネ

其

實
J

面
に
於
て
は
當
時
に

.

.

バ
： 
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; ノ 
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'

.
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'
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.

 

!

於
け
る
社

#

政
策

.の
»

行
者
に
し

.
て
此
事
實
は
今

^

尙
ほ
其
面
影

.を
#

す
る
フ
ゲ
ラ
ィ
に

m

,
 

.

. 

.

•

.
 

‘

き
て

之
れ

を
瞪
明
す

.る
を
得
可
し
•即
ち
フ
ダ
ラ
ィ
は
中
世
に

於
け
る
.ア

ク
グ
ス
ブ
ル
ダ
の
邻

:

 

•

.

外
た

6

し
ヤ
コ
べ
ダ
フ

ォ
ル

ス、
タ
ッ
ト
に

あ
る
*淸
淨
な
る

長
屋

の

一
區
劃
に
し
て
、

iI
f

c

K

割
內 

:

:」

：

:«
'

:
;;

に
：は
街
路
，敎
會
、*
水
及
車
十
三
箇
の
住
宅
を
有
し
、千
五
西

 

ゲ
リ
ヒ
、ゲ
ォ
グ
ダ
、ヤコ 

•
. 

‘

ブ
に
ょ

^

て
建
設
せ
ら
れ
し

：

も
：の

^

し
て
、百
餘
の
貧
し
き

.

家
族
を

'

包
有
ず
、通
常
之
れ
が

家

賃

.

長
屋
の
親
寧
に

.ょ
れ
ば
僅
か
に
，

一

年
、一
グ
ダ

デ
ン
を
出
で
ざ
々
し

V」

云
ふ
、斯
く
の

如
き
は
、

:
:

フ
ッ
ガ
ー
家
が
決
し
て
冷
酷
な
る
守
餞
奴
に
あ
ら
ざ
り
し
乙
と
を
知
る
を
得
可
し
。

フ
マ
ガ

|

家
の
企
業
的
活
動
に
就
き
て
は
尙
ほ
論
ず
可
き
も
の
多
し
、例
者
、ァ
ン
ト
ン
、フ
ッ
ガ 

丨
を
中
心
と
せ
し
同
家
の
西
斑
牙
に
對
す
る
活
動
の
如
き

.

或
は
同
家
の

.

財
産
，が
漸
次
不
動
產 

,

- .
:

'

化

せ

ら

れ

し

結

，架

、所

！

1

財
政
上
の
恐
®
を
免
れ
た
る
が
如
き
何
れ
も
典
味
あ
る
硏
究
な
る
も

然
か
も
本
論
文
：は
餘

>
 
に
•長」

き
に
失
す
る
を
以
て

.妓
忙
一
先
づ
撕
*
す
る

こ
と
、

せ
6

0
 

(

完)

.

ノ
, 

(

訪

§
 
W
.
' 

w
- 

V

辦
十
ニ
餘

(

5

三七
.

J

論

m

近
，
世

經

濟

史

上

に

浮

*
企

讓

Q

Jt
fc'
此 

第

十

號


